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本誌８月号（Vol.39）でもお知らせしていまし

た「急性呼吸器感染症（以下、ARI）サーベイラン

ス」が、令和 7年 4月 7日から始まっています。 

当センターでは、ARI の病原体を調査するため

に、県内の指定医療機関から提出された臨床検体

について検査を実施しています（以下、ARI 病原体

サーベイランス）。 

岩手県内で４月から11月末までに提出された臨

床検体 401 検体のうち 237 検体（約 59％）から様々

な病原体を検出しています。その中でもライノウ

イルスは、検出病原体の 25～40％を占め、各月に

共通して最も多く検出されていました。また、新

型コロナウイルスは、8 月～9 月に多く検出されて

おり、同時期の県内の流行を反映するものとなり

ました。インフルエンザは、今シーズン、例年よ

り早く流行入りし、ARI 病原体サーベイランスでも

10 月以降に検出数の増加がみられました。これら

のことから、短期間ではありますが、ARI 病原体サ

ーベイランスの結果は、県内の呼吸器感染症の動

向を反映していると考えられました。 

当センターでは、ARI サーベイランスを含め、岩

手県内の感染症の流行状況や感染予防対策等につ

いて、情報提供を行っています。 

岩手県環境保健研究センターは、県民の皆様の健康といわての環境を守るため、 
健康・環境に関する科学的・技術的拠点として、次のような業務に取り組んでいます。 
１ 県民の皆様の健康や環境に被害のおそれがある場合の対応  ３ 行政の課題に対応した調査研究 
２ 健康と環境を守るための試験検査・監視測定        ４ 技術支援・情報発信・研修指導 
広報誌「環保研聞録～I-RIEP Journal～」では健康・環境に関する情報を定期的にお届けしています。 
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環保研聞録のバックナンバーは、 
当センターHP からご覧いただけます。 

https://www.pref.iwate.jp/ 
kanhoken/i-riep_journal.html 

CHECK!! 
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感染症情報センターの情報はこちらから 
https://www2.pref.iwate.jp/~hp1353/kansen/ 
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図 ARI病原体サーベイランスにおける月別検出病原

体数（令和 7 年 4 月 7 日～11 月 30 日） 

※グラフの中の数字は検体数 

https://www2.pref.iwate.jp/%7Ehp1353/kansen/
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図 2 ICP-MS で発生したプラズマ（側面から） 

４ 

図 1 誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS） 
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岩手県環境保健研究センターでは、岩手県が

ツキノワグマの出没に関する注意報・警報の発

表の判断に使うため、出没に関係していると考

えられているブナの豊凶調査を、北奥羽地域で

毎年実施しています（北奥羽地域９ヶ所、ブナ

300 本以上）。 

 令和６年度においては、北奥羽地域でのブナ

の着果度指数は 3.89 と豊作（豊凶の判定は林野

庁東北森林管理局の豊凶基準による）でしたが、

今年度は、0.55 と大凶作の結果となりました

（図 1）。 

今年度の北奥羽地域のブナの実なりは大凶作

で、９月から 12月にかけてツキノワグマの集落

や街への出没が続きました。 

次年度以降もブナの豊凶でクマの行動が変化

しますので、各行政機関から出される注意報や

警報に留意しクマの出没に注意しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬の景色が続くかと思えば、急に春を思わせるような暖かさに
なることもあり、“冬らしさ”の形が少しずつ変わってきている
ように感じます。雪の降り方や積もり方にも、近年は例年との違
いが見えるようになりました。 
 そんな身近な気づきを大切にしながら、今年度最終号をお届け
しました。お読みいただきありがとうございました。 

《編集・発行》岩手県環境保健研究センター 企画情報部 

〒020-0857 岩手県盛岡市北飯岡一丁目 11-16 

TEL 019-656-5666 FAX 019-656-5667  

メール：CC0019＠pref.iwate.jp 

ホームページ https://www.pref.iwate.jp/kanhoken/  
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図 1 北奥羽地域のブナの着果度指数の推移 
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写真 1 クマに折られたブナの枝 

写真２ ブナの殻斗 

http://www.pref.iwate.jp/kanhoken/index.html

